
朝日町奨学生募集について朝日町奨学生募集について平成25年度
平成25年度の朝日町奨学生を次のとおり募集します。

１募集人員　１名
２奨学金の額　高等学校　年額14万円
　　　　　　 　大　　学　年額24万円

３奨学金の返還
　　奨学金貸与の最終月（大学進学者は大学卒業の　
　月）から１年間据え置き、貸与年数と同年数以内　
　に返還していただきます。（無利子）

４貸与の時期　４月（前期）・10月（後期）
５資　　格
　　朝日町に住所を有し、高等学校又は大学に入学　
　又は在学する方で、経済的理由により就学困難な　
　方に限ります。（収入の審査があります。）

６選考方法
　　申請者の中から選考委員会で選考し決定します。

７申請手続き
　　「申請書他」は教育委員会窓口へ請求、または　
　朝日町ホームページからダウンロードして下さい。
　　「申請書他」に必要事項を記入し、関係書類を　
　添えて教育委員会へ申請して下さい。

８申請期間
　　３月１日（金）から22日（金）
　　ただし、土曜日、日曜日及び祝祭日を除きます。

※詳しいことは、教育委員会教育課
　 （TEL 377－5657）へ問い合わせ
　下さい。
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　朝日町では、近隣市町にない独自の事業として、新築又は新築住宅を購入された方に奨励金が交付され
ます。是非、この制度をご利用ください。

●対象住宅
　居住の用に供するために新築住宅及び購入された新築住宅で、一世帯が独立して生活できる構造を有す
るもの

●対象面積
　居住用として用いられている部分（店舗兼用住宅の場合は、店舗部分は除く）

●奨励条件
　・本町の住民であること　・居住地に係る町税（料）を滞納していないこと

●奨 励 額
　住宅に係る固定資産税課税標準額（家屋）に税率を乗じた額の２分の１に相当する額
　奨励金の交付を受けるには必ず毎年度申請が必要です。

●交付期間
　平成17年度から平成23年度までの期間中に新たに固定資産税（家屋）が課せられることとなった年度か
ら３年間
　平成23年度に固定資産税（家屋）が新たに課せられた方までが対象です！！

※ 『年度』とは、４月１日から翌年の３月31日までの期間

例　平成23年度対象者（２年目）
　平成23年度に新たに住宅の固定資産税（家屋）が課せられる事になった方で２年目の申請される方

申請期限
　平成24年度分の固定資産税を完納後、３月11日(月)までに、手続きをしてください。

※手続き方法や制度についての問い合わせ先
　産業建設課　TEL 377－5658

　睡眠は一日の疲れをとり、翌日に必要な心身のエネルギーを充電するのにとても大切です。一日の時間
の約1／3を占める睡眠、慢性的な不眠は集中力や注意力の低下、イライラの元です。さらに、ホルモン分
泌の異常を招き、肥満の原因になることもあります。睡眠の質を高めて、毎日いきいきと生活しましょう。
　今回は、快適な睡眠を得るための生活習慣のポイントを紹介します。全てを取り入れることが難しい方
もできるものから取り入れてみてはいかがですか。

快適な睡眠を得るための生活習慣のポイント

☆朝は決まった時間に起きて、太陽の光を浴びましょう。
　朝起きて、太陽の光を浴びることにより、ホルモンの分泌や生理的な活動を
調節してくれる体内時計が反応します。目覚めたら、すぐにカーテンを開けま
しょう。
　また朝食を摂ると消化器官が動き始めて、体も目覚めます。

☆からだを動かしましょう。
　運動習慣のある人は、不眠になりにくいことがわかっています。30分程度の
軽く汗ばむくらいの運動が目安です。適度な疲労が心地よい眠りをもたらしま
す。

☆夕食は腹八分目で、早めにすませましょう。
　胃袋に食べ物が入れば体の機能は消化活動にまわってしまうため、熟睡でき
ず疲れをとることはできないので、夜遅くの食事は控えましょう。できれば、
夕食は寝る２～３時間前までにすませましょう。

☆布団に入る前にリラックスしましょう。
　夕食後のコーヒーや緑茶はなるべく避けること、お酒を飲みすぎないことも
必要です。また寝る前に38～40度くらいのぬるめのお湯にゆっくり入浴するこ
とも効果的と言われています。入浴することで体温を上げると同時に、リラッ
クス効果で副交感神経の切り替えもスムーズに行われます。
　さらに、布団の中に入っても、眠ろう眠ろうと思い過ぎないこと、過去のこ
と・明日のことをあれこれ考えないことも大切です。

睡眠と心の健康睡眠と心の健康 朝日町では、平成22年までに住宅を新築又は
新築住宅を購入された方に奨励金が交付されます！
朝日町では、平成22年までに住宅を新築又は

新築住宅を購入された方に奨励金が交付されます！


